


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B 曾子（2） D 菫永
六
八
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
三
者
間
の
異
同
は
ま
た
︑
Ａ—
Ｄ
の
孝
子
図
毎
の
題
記
や
図
像
に
あ
っ
て
も
︑
そ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
︒
そ
こ
で
︑
三
者
間
の
四
孝
子
伝
図
毎
に
認
め
ら
れ
る
︑
さ
ら
に
詳
細
な
異
同
に
関
し
︑
こ
こ
で
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
︒
　
図
十
八
︑
図
十
九
︑
図
二
十
は
︑
㈠
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
︑
㈡
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
︑
㈢
望
野
博
物
館
蔵
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
描
か
れ
た
︑
Ａ
曾
子
⑴
の
題
記
及
び
︑
両
側
の
図
像
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
図
十
八
の
㈠
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
︑
Ａ
曾
子
⑴
の
題
記
を
翻
刻
し
て
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
情
是
為
孝
也
子
取
琴
撫
悦
父
之
見
父
愁
憂
不
楽
曾
苽
悟（旟）傷
一
寧
曾
子
曾
子
父
後
薗
鋤
行
取
り
が
通
常
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
が
︑
右
を
読
み
易
い
形
に
直
せ
ば
︑
次
の
よ
う
に
な
る
︒
曾
子
父
後
薗
鋤
苽
︑
悟（旟）傷
一
寧
︒
曾
子
見
父
愁
憂
不
楽
︒
曾
子
取
琴
撫
︑
悦
父
之
情
︑
是
為
孝
也
図
十
八
の
図
像
に
目
を
転
じ
る
と
︑
左
側
の
山
の
右
に
︑
坐
し
て
太ふと
腿もも
上
の
琴
を
撫
す
る
曾
子
︑
右
側
に
拱
手
し
て
坐
す
る
父
を
︑
浮
雕
で
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
同
様
に
︑
図
十
九
の
㈡
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
︑
図
二
十
の
㈢
望
野
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
︑
Ａ
曾
子
⑴
の
題
記
を
翻
刻
し
て
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
㈡
Ａ 
（
図
十
九
（
是
為
孝
也
撫
琴
悦
父
之
情
楽
曾
子
対
父
将
子
見
父
愁
憂
不
苽
悟（旟）傷
一
株
曾
曾
子
父
後
薗
鋤
㈢
Ａ 
（
図
二
十
（
曾
子
父
後
薗
鋤
苽
悟（旟）傷
一
窠
曾
子
恐
父
有
憂
悔
之
心
撫
琴
悦
之
情
是
為
孝
也
㈠
㈡
㈢
Ａ
の
内
︑
㈢
Ａ
（
図
二
十
（
の
み
︑
行
取
り
が
逆
（
右
始
ま
り
（
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
︑
既
に
述
べ
た
︒
さ
ら
に
両
者
を
読
み
易
い
形
と
す
れ
ば
︑
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
︒
　
　
㈡
Ａ
曾
子
父
後
園
鋤
苽
︑
悟（旟）傷
一
株
︒
曾
子
見
父
愁
憂
不
楽
︒
曾
子
対
父
︑
将
撫
琴
︑
悦
父
之
情
︑
是
為
孝
也
︒
　
　
㈢
Ａ
曾
子
父
後
薗
鋤
苽
︑
悟（旟）傷
一
窠
︒
曾
子
恐
父
有
憂
悔
之
心
︒
撫
琴
悦
之
情
︑
是
為
孝
也
㈡
Ａ
（
図
十
九
（︑
㈢
Ａ
（
図
二
十
（
の
図
像
も
︑
㈠
Ａ
（
図
十
八
（
と
同
じ
く
︑
や
は
り
左
側
に
曾
子
︑
右
側
に
父
を
配
し
︑
左
の
曾
子
が
琴
を
持
つ
こ
と
も
︑
㈠
Ａ
と
変
わ
り
が
な
い（（（
（
︒
　
と
こ
ろ
で
︑
㈠
以
下
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
の
Ａ
曾
子
⑴
の
話
は
一
体
︑
何
処
か
ら
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
の
話
は
︑
例
え
ば
韓
詩
外
伝
八
︑
孔
子
家
語
四
︑
説
苑
三
等
に
も
見
え
る
も
の
だ
が
︑
㈠
㈡
㈢
の
Ａ
が
そ
れ
ら
に
よ
る
も
の
と
は
一
寸
考
え
難
い
︒
そ
の
理
由
の
一
つ
は
︑
㈠
㈡
㈢
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
四
つ
が
︑
六
九
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
全
て
孝
子
譚
に
外
な
ら
な
い
こ
と
で
︑
そ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
︑
概
ね
一
つ
の
書
物
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
日
本
伝
存
の
二
種
の
完
本
孝
子
伝
（
陽
明
本
︑
船
橋
本
（
に
は
︑
㈠
㈡
㈢
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
四
つ
の
全
て
備
わ
る
こ
と
が
︑
こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
課
題
で
あ
る
︒
　
㈠
㈡
㈢
Ａ
曾
子
⑴
の
基
づ
い
た
と
思
し
い
陽
明
︑
船
橋
本
孝
子
伝
（（
曾
子
条
の
全
文
を
併
せ
て
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る（（（
（
︒
　
　
陽
明
本
曾
参
魯
人
也
︒
其
有
五
孝
之
行
︑
能
感
通
霊
聖
︒
何
謂
為
五
孝
︒
与
父
母
共
鋤
苽
︑
誤（設）傷
株
一
株
︒
叩
其
父
頭
見
血
恐
︑
父
憂
悔
︒
乃
弾
琴
自
悦
之
︒
是
一
孝
也
︒
父
使
入
山
採
薪
︑
経
停
未
還
︒
時
有
楽
成
子
来
覓
之
︑
参
母
乃
嚙（歯）
脚
指
︒
参
在
山
中
︑
心
痛
恐
母
乃
不
和
︒
即
帰
問
母
曰
︑
太
安
善
不
︒
母
曰
︑
无
他
︒
遂
具
如
向
所
説
︒
参
乃
尺
然
︒
所
謂
孝
感
心
神
︒
是
二
孝
也
︒
母
患
︑
図十八　㈠Ａ曾子⑴
図十九　㈡Ａ曾子⑴
図二十　㈢Ａ曾子⑴
七
〇
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
参
駕
車
往
迎
︒
帰
中
途
渇
之
︑
遇
見
枯
井
︑
猶
来
无
水
︒
参
以
瓶
臨
︑
水
為
之
出
︒
所
謂
孝
感
霊
泉
︒
是
三
孝
也
︒
時
有
隣
境
兄
弟
二
︒
人
更
曰
︑
食
母
不
令
飴
肥
︒
参
聞
之
︑
乃
廻
車
而
避
︑
不
経
其
境
︒
恐
傷
母
心
︒
是
四
孝
也
︒
魯
有
鵄
梟
之
鳥
︒
反
食
其
母
︑
恒
鳴
於
樹
︒
曾
子
語
此
鳥
曰
︑
可
吞
音
︑
去
勿
更
来
此
︒
鳥
即
不
敢
来
︒
所
謂
孝
伏
禽
鳥
︒
是
五
孝
也
︒
孔
子
使
参
往
斉
︑
過
期
不
至
︒
有
人
妄
言
︑
語
其
母
曰
︑
曾
参
殺
人
︒
須
臾
又
有
人
云
︑
曾
参
殺
人
︒
如
是
至
三
︑
母
猶
不
信
︒
便
曰
︑
我
子
之
至
孝
︑
践
地
恐
痛
︑
言
恐
傷
人
︒
豈
有
如
此
耶
︒
猶
織（識）如
故
︒
須
臾
参
還
至
了
︑
无
此
事
︒
所
謂
讒（纔）言
至
此
︑
慈
母
不
投
杼
︑
此
之
謂
也
︒
父
亡
七
日
︑
漿
水
不
歴
口
︒
孝
切
於
心
︑
遂
忘
飢
渇
也
︒
妻
死
不
更
求
妻
︒
有
人
謂
参
曰
︑
婦
死
已
久
︑
何
不
更
娶
︒
曾
子
日
︑
昔
吉
甫
用
後
婦
之
言
︑
喪
其
孝
子
︒
吾
非
吉
甫
︑
豈
更
娶
也
︒
　
　
船
橋
本
曾
参
者
魯
人
也
︒
性
有
五
孝
︒
除
苽
草
︑
誤
損
一
株
︒
父
打
其
頭
︑
々
破
出
血
︒
父
見
憂
傷
︑
参
弾
琴
︒
時（之
令
父
悦
日
心
）
令
父
心
悦
︑
是
一
孝
也
︒
参
往
山
採
薪
︑
時
朋
友
来
也
︒
乃
嚙
自
指
︑
参
動
心
走
還
︒
問
曰
︑
母
有
何
患
︒
母
曰
︑
吾
無
事
︑
唯
来
汝
友
︒
因
茲
吾
馳
心
耳
︒
是
二
孝
也
︒
行
路
之
人
渇
而
愁
之
︑
臨
井
無
水
︒
参
見
之
︑
以
瓶
下
井
︒
水
満
瓶
出
︑
以
休
其
渇
也
︒
是
三
孝
也
︒
隣
境
有
兄
弟
二
︒
或
人
日
︑
此
人
等
︑
有
飢
饉
之
時
︑
食
己
母
︒
参
聞
之
︑
乃
廻
車
而
避
︑
不
入
其
境
︒
是
四
孝
也
︒
魯（曾）有
鵄
梟
︒
聞
之
声
者
︑
莫
不
為
厭
︒
参
至
前
曰
︑
汝
声
為
諸
人
厭
︒
宜
韜
之
勿
出
︒
鳥
乃
聞
之
遠
去
︑
又
不
至
其
郷
︒
是
五
孝
也
︒
参
父
死
也
︒
七
日
之
中
漿
不
入
口
︑
日
夜
悲
慟
也
︒
参
妻
死
︑
守
義
不
娶（嫁）︒
或
人
曰
︑
何
娶（嫁）耶
︒
参
曰
︑
昔
者
吉
甫
︑
誤
信
後
婦
言
︑
滅
其
孝
子
︒
吾
非
吉
甫
︑
豈
更
娶（聚
子
）乎
︒
終
身
不
娶
云
々
上
掲
両
孝
子
伝
（（
曾
参
条
の
内
容
は
︑
曾
子
に
纏
わ
る
五
孝
の
五
話
に
︑
さ
ら
に
三
話
（
船
橋
本
で
は
二
話
（
を
加
え
た
︑
ａ
弾
琴
譚
ｂ
嚙
指
譚
ｃ
感
泉
譚
ｄ
避
境
譚
ｅ
鵄
梟
譚
ｆ
投
杼
譚
ｇ
絶
漿
譚
ｈ
不
娶
譚
の
八
話
（
船
橋
本
は
︑
ｆ
投
杼
譚
を
欠
く
七
話
（
を
集
成
す
る
︑
甚
だ
異
例
の
条
と
な
っ
て
い
る
（
通
常
は
︑
一
孝
子
に
一
話
（︒
両
孝
子
伝
に
お
け
る
︑
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
孝
子
は
︑
（（
条
の
蔡
順
し
か
い
な
い
︒
そ
し
て
︑
（（
曾
参
条
に
見
る
こ
の
特
徴
が
︑
㈠
㈡
㈢
の
遺
品
に
お
け
る
孝
子
伝
図
の
成
立
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
即
ち
︑
㈠
㈡
㈢
Ａ
曾
子
⑴
が
両
孝
子
伝
の
五
孝
の
第
一
孝
の
ａ
弾
琴
譚
に
相
当
す
る
こ
と
に
加
え
︑
後
掲
㈠
㈡
㈢
Ｂ
曾
子
⑵
が
︑
同
様
に
五
孝
の
第
三
孝
の
ｃ
感
泉
譚
に
相
当
し
て
い
る
点
で
あ
る
︒
実
は
ａ
弾
琴
譚
と
ｃ
感
泉
譚
と
を
共
に
載
せ
る
典
籍
と
い
う
も
の
は
目
下
︑
管
見
に
入
ら
な
い
︒
こ
の
こ
と
は
︑
㈠
㈡
㈢
の
Ａ
︑
Ｂ
が
両
孝
子
伝
系
統
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
の
一
と
捉
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
︒
㈠
㈡
㈢
Ａ
曾
子
⑴
の
基
づ
い
た
と
思
し
い
︑
両
孝
子
伝
の
第
一
孝
を
再
掲
出
す
れ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
　
　
陽
明
本
曾
参
︙
︙
与
父
母
共
鋤
苽
︑
誤（設）傷
株
一
株
︒
叩
其
父
頭
見
血
恐
︑
父
憂
悔
︒
乃
弾
琴
自
悦
之
︒
是
一
孝
也
︒
　
　
船
橋
本
曾
参
︙
︙
除
苽
草
︑
誤
損
一
株
︒
父
打
其
頭
︑
々
破
出
血
︒
父
見
憂
傷
︑
参
弾
琴
︒
時（之
令
父
悦
日
心
）
令
父
心
悦
︑
是
一
孝
也
七
一
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
㈠
㈡
㈢
Ａ
の
題
記
を
右
記
と
比
較
す
る
と
︑
例
え
ば
「
父
愁
憂
不
楽
」（
㈠
㈡
Ａ
（
の
理
由
が
︑
題
記
の
方
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
ａ
弾
琴
譚
は
︑
曾
子
の
孝
行
譚
と
し
て
有
名
な
話
で
あ
っ
た
か
ら
︑
お
そ
ら
く
省
略
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
　
次
に
︑
Ａ
の
右
に
隣
す
る
︑
Ｂ
曾
子
⑵
を
見
て
み
よ
う
︒
図
二
十
一
は
︑
㈠
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
の
︑
図
二
十
二
は
︑
㈡
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
の
︑
図
二
十
三
は
︑
㈢
望
野
博
物
館
蔵
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
︑
Ｂ
曾
子
⑵
の
題
記
及
び
︑
そ
の
両
側
の
図
像
を
並
べ
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
︒
㈢
Ｂ
（
図
二
十
九
（
の
原
物
に
お
け
る
位
置
は
︑
㈠
の
Ｃ
（
㈡
の
Ｄ
（
の
位
置
で
あ
る
が
︑
便
宜
的
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
あ
る
︒
今
︑
そ
れ
ら
三
遺
品
の
題
記
を
翻
刻
し
て
併
せ
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
㈠
Ｂ 
（
図
二
十
一
（
孝
也
済
其
母
渇
是
為
将
瓶
入
井
化
出
水
従
来
無
水
曾
子
無
水
遇
一
丘
井
家
去
之
行
次
母
渇
曾
子
母
患
将
向
師
㈡
Ｂ 
（
図
二
十
二
（
孝
也
其
母
渇
是
為
入
井
化
出
水
済
無
水
曾
子
将
瓶
水
逢
一
丘
井
従
来
家
行
次
母
渇
無
曾
子
母
患
向
師
㈢
Ｂ 
（
図
二
十
三
（
為
孝
也
済
其
母
渇
是
瓶
入
枯
井
化
出
水
一
井
無
水
曾
子
将
渇
無
水
曾
子
見
向
師
家
行
次
母
曾
子
母
患
将
さ
ら
に
三
者
を
読
み
易
い
形
に
直
せ
ば
︑
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
︒
　
　
㈠
Ｂ
曾
子
母
患
︑
将
向
師
家
︑
去
之
行
次
︑
母
渇
無
水
︒
遇
逢
一
丘
井
︑
従
来
無
水
︒
曾
子
将
瓶
入
井
︑
化
出
水
︑
済
其
母
渇
︒
是
為
孝
也
︒
　
　
㈡
Ｂ
曾
子
母
患
︒
向
師
家
行
次
︑
母
渇
無
水
︒
逢
一
丘
井
︑
従
来
無
水
︒
曾
子
将
瓶
入
井
︑
化
出
水
︑
済
其
母
渇
︒
是
為
孝
也
︒
　
　
㈢
Ｂ 
曾
子
母
患
︑
将
向
師
家
︑
行
次
母
渇
︑
無
水
︒
曾
子
見
一
井
︑
無
水
︒
曾
子
将
瓶
入
枯
井
︑
化
出
水
︑
済
其
母
渇
︒
是
為
孝
也
㈠
Ｂ
（
図
二
十
一
（︑
㈡
Ｂ
（
図
二
十
二
（︑
㈢
Ｂ
（
図
二
十
三
（
の
題
記
両
側
の
図
像
は
共
に
︑
左
側
に
拱
手
し
て
立
つ
曾
子
︑
右
側
に
拱
手
し
て
坐
す
る
母
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
浮
雕
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
㈡
︑
㈢
の
母
の
左
の
地
面
に
四
角
っ
ぽ
い
器
が
造
型
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
水
の
入
っ
た
瓶
だ
ろ
う
か
（
㈠
は
︑
定
か
で
な
い
（︒
Ｂ
が
︑
上
掲
両
孝
子
伝
（（
曾
子
条
の
本
文
に
記
さ
れ
た
︑
五
孝
の
内
の
第
三
孝
に
当
た
る
こ
と
は
︑
前
述
し
た
︒
Ｂ
の
基
づ
い
た
と
思
し
い
︑
そ
の
第
三
孝
を
抽
出
し
て
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
　
　
陽
明
本
母
患
︑
参
駕
車
往
迎
︒
帰
中
途
渇
之
︑
遇
見
枯
井
︑
猶
来
无
水
︒
参
以
瓶
臨
︑
水
為
之
出
︒
所
謂
孝
感
霊
泉
︒
是
三
孝
也
︒
　
　
船
橋
本
行
路
之
人
渇
而
愁
之
︑
臨
井
無
水
︒
参
見
之
︑
以
瓶
下
井
︒
水
満
瓶
出
︑
以
休
其
渇
也
︒
是
三
孝
也
さ
て
︑
㈠
㈡
㈢
の
Ｂ
題
記
と
両
孝
子
伝
を
比
較
す
る
と
︑
三
者
の
題
記
に
出
て
来
る
︑「
曾
子
母
患
」
に
該
当
す
る
記
述
は
︑
船
橋
本
の
方
に
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
（
陽
明
本
「
母
患
」（︒
と
い
う
よ
り
︑
そ
も
そ
も
船
橋
本
に
は
︑
母
が
登
場
し
な
い
の
で
あ
る
（
船
橋
本
で
は
︑
曾
子
が
水
を
与
え
た
の
は
︑「
行
路
之
人
」（︒
従
七
二
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
っ
て
︑
三
者
の
依
拠
し
た
孝
子
伝
は
︑
船
橋
本
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
︒
さ
ら
に
㈠
㈡
の
題
記
に
見
え
る
「
従
来
無
水
」
句
な
ど
は
（
㈢
「
無
水
」（︑
陽
明
本
の
「
猶
来
無
水
」
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
︒
　
㈠
㈡
㈢
Ｂ
の
典
拠
と
な
っ
た
︑
両
孝
子
伝
に
お
け
る
曾
子
五
孝
の
第
三
孝
︑
ｃ
感
泉
譚
に
つ
い
て
は
︑
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
問
題
が
あ
る
︒
こ
の
話
に
関
し
て
は
︑
前
述
第
一
孝
の
ａ
弾
琴
譚
と
は
対
照
的
に
︑
古
い
書
物
に
全
く
同
話
が
見
当
た
ら
ず
︑
目
下
出
典
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
︒
但
し
︑
敦
煌
本
新
集
文
詞
九
経
鈔
（（
に
︑「
孝
子
伝
云
︙
︙
曾
参
曰
一
於
親
︑
枯
井
涌
甘
醴
」
な
ど
と
あ
る
以
下
︑
敦
煌
文
書
中
に
そ
れ
が
散
見
し
︑
清
︑
王
安
定
の
曾
子
家
語
六
に
︑「
曾
参
行
孝
︑
枯
井
生
泉
︿
右
御
覧
引
孝
子
伝
﹀」
と
あ
る
等
︑
か
つ
て
敦
煌
で
行
わ
れ
た
孝
子
伝
（
現
存
し
な
い
（
な
ど
に
︑
ｃ
感
泉
譚
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
存
し（（（
（
︑
改
め
て
両
孝
子
伝
の
学
術
的
価
値
が
確
認
さ
れ
る
と
共
に
︑
初
唐
の
制
作
に
掛
る
㈠
㈡
㈢
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
Ｂ
に
︑
詳
細
な
題
記
及
び
︑
図
像
の
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
︑
今
後
さ
ら
に
検
討
図二十一　㈠Ｂ曾子⑵
図二十二　㈡Ｂ曾子⑵
図二十三　㈢Ｂ曾子⑵
七
三
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
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〇
五
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（
二
〇
二
一
年
三
月
（
さ
れ
て
然
る
べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
が
疑
い
な
い
︒
と
も
あ
れ
︑
㈠
㈡
㈢
Ｂ
は
︑
陽
明
本
孝
子
伝
に
基
づ
く
可
能
性
が
極
め
て
高
く
（
Ａ
も
同
様
（︑
こ
の
事
実
か
ら
︑
㈠
㈡
㈢
Ａ
︑
Ｂ
︑
Ｃ
︑
Ｄ
は
︑
両
孝
子
伝
に
依
拠
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
︑
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒
三
　
引
き
続
き
︑
三
遺
品
㈠
︑
㈡
︑
㈢
の
Ｃ
︑
Ｄ
を
見
て
ゆ
く
︒
図
二
十
四
は
︑
㈠
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
︑
図
二
十
五
は
︑
㈡
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
︑
図
二
十
六
は
︑
㈢
望
野
博
物
館
蔵
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
描
か
れ
た
︑
Ｃ
郭
巨
の
題
記
︑
図
像
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
㈡
Ｃ
（
図
二
十
五
（
は
︑
㈠
の
Ｄ
に
︑
㈢
Ｃ
（
図
二
十
六
（
は
︑
㈠
の
Ｂ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
︑
前
述
の
如
く
だ
が
︑
便
宜
的
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
︒
今
︑
そ
れ
ら
三
遺
品
の
題
記
を
翻
刻
し
て
併
せ
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
㈠
Ｃ 
（
図
二
十
四
（
是
為
孝
也
天
賜
黄
金
贈
之
更
交
深
一
尺
敢
得
中
穿
得
深
三
尺
妻
共
妻
抱
児
将
向
田
郭
巨
為
母
生
埋
児
㈡
Ｃ 
（
図
二
十
五
（
是
為
孝
也
黄
金
憎（贈）之
交
深
一
尺
敢
得
尺
妻
傔
坑
浅
更
向
田
中
穿
得
深
三
児
共
妻
抱
児
将
郭
巨
為
母
生
埋
㈢
Ｃ 
（
図
二
十
六
（
為
孝
也
敢
得
黄
金
贈
之
是
尺
妻
更
交
穿
一
尺
到
田
中
穿
坑
深
三
郭
巨
為
母
生
埋
子
さ
ら
に
三
者
を
読
み
易
い
形
に
す
れ
ば
︑
次
の
よ
う
に
な
る
︒
　
　
㈠
Ｃ
郭
巨
為
母
生
埋
児
︒
共
妻
抱
児
︑
将
向
田
中
︑
穿
得
深
三
尺
︒
妻
更
交
深
一
尺
︑
敢
得
天
賜
黄
金
贈
之
︒
是
為
孝
也
︒
　
　
㈡
Ｃ
郭
巨
為
母
生
埋
児
︒
共
妻
抱
児
︑
将
向
田
中
︑
穿
得
深
三
尺
︒
妻
傔
坑
浅
︑
更
交
深
一
尺
︑
敢
得
黄
金
憎（贈）之
︒
是
為
孝
也
︒
　
　
㈢
Ｃ 
郭
巨
為
母
生
埋
子
︒
到
田
中
︑
穿
坑
深
三
尺
︒
妻
更
交
穿
一
尺
︑
敢
得
黄
金
贈
之
︒
是
為
孝
也
両
孝
子
伝
５
郭
巨
条
の
本
文
を
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
　
　
陽
明
本
郭
巨
者家賃
養
母
︑
河
内
人
也
︒
時
年
荒
︒
夫
妻
昼
夜
懃
作
︑
以
供
養
母
︒
其
婦
忽
然
生
一
男
子
︒
便
共
議
言
︑
今
養
此
児
︑
則
廃
母
供
事
︒
仍
掘（堀）地
埋
之
︒
忽
得
金
一
釜
︒
々
上
題
云
︑
黄
金
一
釜
︑
天
賜
郭
巨
︒
於
是
遂
致
富
貴
︑
転
孝
蒸
々
︒
賛
曰
︑
孝
子
郭
巨
︑
純
孝
至
真
︒
夫
妻
同
心
︑
殺
子
養
親
︒
天
賜
黄
金
︑
遂
感
明
神
︒
善
哉
孝
子
︑
富
貴
栄
身
︒
　
　
船
橋
本
郭
巨
者
︑
河
内
人
也
︒
父
無
母
存
︒
供
養
懃
々
︒
於
年
不
登
︑
而
人
庶
飢
困
︒
爰
婦
生
一
男
︒
巨
云
︑
若
養
之
者
︑
恐
有
老
養
之
妨
︒
使
母
抱
児
︑
共
行
山
中
︑
掘（堀）地
将
埋
児
︒
底
金
一
釜
︑
々
上
題
云
︑
黄
金
一
釜
︑
天
賜
孝
子
郭
巨
︒
於
是
因
児
獲
金
︑
不
埋
其
児
︒
忽
然
得
富
貴
︑
養
母
又
不
乏
︒
天
下
聞
之
︑
俱
誉
孝
道
之
至
也
　
三
遺
品
Ｃ
郭
巨
の
題
記
を
め
ぐ
っ
て
は
︑
孝
子
伝
本
文
と
の
関
連
に
お
い
て
︑
七
四
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
幾
つ
か
の
問
題
が
存
す
る
︒
そ
の
一
︑
二
を
上
げ
て
お
く
な
ら
ば
︑
例
え
ば
子
供
を
埋
め
る
場
所
を
︑
題
記
が
田
中
と
す
る
こ
と
は
︑
極
め
て
珍
し
く
︑
船
橋
本
の
山
中
と
は
一
致
し
な
い
（
陽
明
本
不
記
（︒
ま
た
︑
捜
神
記
十
一
は
︑
野
と
し
︑
敦
煌
本
句
道
興
捜
神
記
︑
敦
煌
本
事
森
等
は
︑
後
薗
と
す
る
が
︑
こ
れ
と
も
一
致
し
な
い
︒
日
本
の
注
好
選
上
（（
︑
今
昔
物
語
集
九
１
︑
宝
物
集
一
等
は
︑
山
だ
が
︑
船
橋
本
系
孝
子
伝
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
︒
本
題
記
の
田
中
は
目
下
︑
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
し
か
見
出
だ
せ
な
い
︑
非
常
に
珍
し
い
記
述
な
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
題
記
Ｃ
に
見
る
如
く
︑
郭
巨
が
三
尺
の
穴
を
掘
っ
た
上
に
︑
妻
が
な
お
一
尺
を
掘
り
加
え
た
と
い
う
記
述
も
︑
極
め
て
特
異
で
あ
る
︒
郭
巨
が
掘
っ
た
穴
の
深
さ
に
つ
い
て
は
︑
両
孝
子
伝
に
は
記
載
が
な
い
が
︑
例
え
ば
蒙
求
の
引
く
孝
子
伝
逸
文
に
︑
二
尺
余
（
古
注
︑
徐
子
光
注
（︑
三
尺
余
（
準
古
注
（
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
︑
孝
子
伝
に
も
そ
れ
を
記
す
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
︒
ま
た
︑
敦
煌
文
書
を
見
る
と
︑
事
森
に
一
丈
尺
︑
句
道
興
捜
神
記
に
一
尺
︑
変
文
系
断
簡
Ｓ
・
三
八
九
Ｖ
に
三
尺
︑
日
本
の
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
に
︑「
四
五
尺
許
」
等
の
異
説
が
あ
り
︑
図二十四　㈠Ｃ郭巨
図二十五　㈡Ｃ郭巨
図二十六　㈢Ｃ郭巨
七
五
佛
教
大
学　
文
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部
論
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二
〇
二
一
年
三
月
（
妻
が
穴
を
掘
っ
た
と
す
る
説
も
︑
三
教
指
帰
覚
明
注
二
な
ど
に
見
え
る
が
︑
本
題
記
と
一
致
す
る
文
献
は
︑
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
︒
強
い
て
近
い
も
の
を
上
げ
る
と
す
れ
ば
︑
今
昔
物
語
集
の
︑「
三
尺
許
リ
堀
ル
時
ニ
︑
底
ニ
鋤
ノ
崎
ニ
固
ク
当
タ
ル
物
ノ
有
リ
︙
︙
強
ニ
深
ク
堀
ル
︒
猶
責
メ
テ
深
ク
堀
テ
見
レ
バ
」
と
い
う
記
述
だ
が
︑
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
孝
子
伝
は
︑
未
詳
で
あ
る
︒
近
時
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
北
魏
期
の
孝
子
伝
図
の
郭
巨
図
に
は
︑
両
孝
子
伝
の
本
文
に
は
収
ま
り
切
ら
な
い
図
像
が
多
く
︑
郭
巨
図
の
基
づ
い
た
孝
子
伝
本
文
に
は
︑
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
が
幾
つ
も
残
る（（（
（
︒
　
㈠
︑
㈡
︑
㈢
Ｃ
の
図
像
部
を
見
る
と
︑
左
側
に
一
人
︑
右
側
に
二
人
の
人
物
が
造
型
さ
れ
て
い
る
︒
左
側
の
拱
手
し
て
立
っ
て
い
る
の
が
郭
巨
︑
右
側
の
二
人
は
︑
坐
す
る
の
が
母
（
左
（︑
立
つ
の
が
妻
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒
㈠
︑
㈢
の
妻
は
︑
児
を
抱
く
か
︒
㈡
の
左
側
の
二
人
は
︑
立
っ
て
い
る
の
か
坐
っ
て
い
る
の
か
︑
ど
ち
ら
が
児
を
抱
い
て
い
る
の
か
な
ど
が
判
然
と
し
な
い
︒
さ
ら
に
右
側
の
母
の
膝
の
左
に
︑
棒
状
の
浮
雕
が
造
型
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
お
そ
ら
く
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
で
あ
ろ
う
︒
　
最
後
に
︑
㈠
︑
㈡
︑
㈢
の
Ｄ
董
永
を
見
て
み
よ
う
︒
図
二
十
七
は
︑
㈠
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
の
︑
図
二
十
八
は
︑
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
の
︑
図
二
十
九
は
︑
望
野
博
物
館
蔵
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
︑
Ｄ
董
永
の
題
記
と
図
像
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
︒
前
述
の
よ
う
に
︑
㈡
に
お
け
る
Ｃ
︑
Ｄ
の
位
置
は
︑
例
え
ば
㈠
の
そ
れ
を
入
れ
替
え
た
形
に
な
っ
て
い
る
が
（
さ
ら
に
㈡
Ｄ
の
題
記
は
右
始
ま
り
（︑
便
宜
的
に
こ
こ
で
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
︒
今
︑
そ
れ
ら
三
者
の
題
記
を
翻
刻
し
併
せ
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
㈠
Ｄ
（
図
二
十
七
（
去
之
也
絹
否
即
放
夫
妻
欲
問
女
人
曰
解
織
敢
遂
到
富
公
家
求
与
作
縁
永
曰
未
去
行
次
逢
一
天
女
父
母
訖
便
向
郎
主
董
永
自
売
身
葬
㈡
Ｄ
（
図
二
十
八
（
董
永
自
売
身
葬
父
母
訖
便
向
富
公
去
行
至
半
路
逢
一
女
人
当
路
而
立
求
与
永
作
帰
遂
到
富
公
家
女
人
被
問
解
織
絹
否
若
解
織
絹
了
即
放
夫
妻
帰
去
㈢
Ｄ
（
図
二
十
九
（
帰
去
之
絹
否
即
放
夫
妻
到
郎
主
家
問
解
女
人
求
与
永
作
妻
去
行
至
半
路
逢
一
葬
父
母
訖
向
郎
主
董
永
自
売
身
上
記
の
三
題
記
を
読
み
易
い
形
に
改
め
れ
ば
︑
次
の
よ
う
に
な
る
︒
㈠
Ｄ
董
永
自
売
身
︑
葬
父
母
訖
︒
便
向
郎
主
︑
去
行
次
逢
一
天
女
︒
求
与
作
縁
︒
永
曰
︑
未
敢
︒
遂
到
富
公
家
︒
欲
問
女
人
曰
︑
解
織
絹
否
︒
即
放
夫
妻
︑
去
之
也
︒
㈡
Ｄ
董
永
自
売
身
︑
葬
父
母
訖
︒
便
向
富
公
︑
去
行
至
半
路
︑
逢
一
女
人
︒
当
路
而
立
︑
求
与
永
作
帰
︒
遂
到
富
公
家
︒
女
人
被
問
︑
解
織
絹
否
︒
若
解
織
絹
了
︑
即
放
夫
妻
帰
去
︒
㈢
Ｄ
董
永
自
売
身
︑
葬
父
母
訖
︒
向
郎
主
︑
去
行
至
半
路
︑
逢
一
女
人
︒
求
与
永
作
妻
︒
到
郎
主
家
︒
問
解
絹
否
︒
即
放
夫
妻
︑
帰
去
之
両
孝
子
伝
２
董
永
条
の
本
文
を
示
せ
ば
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒
七
六
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
　
　
陽
明
本
楚
人
董（薫）永
至
孝
也
︒
少
失
母
︑
独
与
父
居
︒
貧
窮
困
苦
︑
傭
賃
供
養
其
父
︒
常
以
鹿
車
載
父
︑
自
随
着
陰
涼
樹
下
︒
一
鋤
一
廻
︑
顧
望
父
顔
色
︒
供
養
蒸
々
︑
夙
夜
不
懈
︒
父
後
寿
終
︑
无
銭
不
葬
送
︒
乃
詣
主
人
︑
自
売（買）為
奴
︑
取
銭
十
千
︒
葬
送
礼
已
畢
︒
還
売
主
家
︑
道
逢
一
女
人
︒
求
為
永
妻
︒
永
問
之
曰
︑
何
所
能
為
︒
女
答
曰
︑
吾
一
日
能
織
絹
十
疋
︒
於
是
︑
共
到
売
主
家
︒
十
日
便
得
織
絹
百
疋
︒
用
之
自
贖
︒
々
畢
︑
共
辞
主
人
去
︒
女
出
門
語
永
曰
︑
吾
是
天
神
之
女
︒
感
子
至
孝
︑
助
還
売
身
︒
不
得
久
為
君
妻
也
︒
便
隠
不
見
︒
故
孝
経
曰
︑
孝
悌
之
志
︑
通
於
神
明
︒
此
之
謂
也
︒
賛
曰
︑
董
永
至
孝
︒
売
身
葬
父
︒
事
畢
无
銭
︒
天
神
妻
女
︒
織
絹
還
売
︒
不
得
久
処
︒
至
孝
通
霊
︑
信
哉
斯
語
也
︒
　
　
船
橋
本
董
永
楚
人
也
︒
性
至
孝
也
︒
少
而
母
没
︑
与
父
居
也
︒
貧
窮
困
苦
︑
僕
賃
養
父
︒
爰
永
常
鹿
車
載
父
︑
着
樹
木
蔭
涼
之
下
︒
一
鋤
一
顧
︑
見
父
顔
色
︑
数
図二十七　㈠Ｄ董永
図二十八　㈡Ｄ董永
図二十九　㈢Ｄ董永
七
七
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
進
餚
餅
︒
少
選
不
緩
︒
時
父
老
命
終
︑
無
物
葬
斂
︒
永
詣
富
公
家
︑
頓
首
云
︑
父
没
無
物
葬
送
︑
我
為
君
作
奴
婢
︒
得
直
欲
已
礼
︒
富
公
歎
与
銭
十
千
枚（牧）︒
永
獲
之
斉
事
︒
爾
乃
永
行
主
人
家
︒
路
逢
一
女
︒
語
永
云
︑
吾
為
君
作
婦
︒
永
云
︑
吾
是
奴
也
︒
何
有
然
也
︒
女
云
︑
吾
亦
知
之
︒
而
慕
然
耳
︒
永
諾
︒
共
詣
主
人
家
︒
主
人
問
云
︑
汝
所
為
何
也
︒
女
答
云
︑
吾
踏
機
︑
日
織
十
疋
之
絹
︒
主
人
云
︑
若
塡
百
疋
︑
免
汝
奴
役
︒
一
旬
之
内
︑
織
塡
百
疋
︒
主
人
如
言
︑
良
放
免
之
︒
於
時
夫
婦
出
門
︒
婦
語
夫
云
︑
吾
是
天
神
女
也
︒
感
汝
至
孝
︑
来
而
助
救
奴
役
︒
天
地
区
異
︑
神
人
不
同
︒
豈
久（人）為
汝
婦
︒
語
已
不
見
也
　
三
つ
の
題
記
は
︑
概
ね
両
孝
子
伝
と
同
じ
だ
が
︑
小
さ
な
部
分
で
は
︑
看
過
し
難
い
箇
所
が
あ
る
︒
例
え
ば
︑「
董
永
自
売
身
︑
葬
父
母
訖
」
と
言
う
─
線
部
で
あ
る
︒
両
孝
子
伝
に
見
る
如
く
︑
董
永
が
亡
く
し
た
の
は
︑
父
で
あ
っ
て
（
母
は
︑
若
い
頃
亡
く
な
っ
て
い
る
（︑
身
を
売
っ
て
弔
っ
た
の
は
︑
父
で
あ
り
︑
父
母
で
は
な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
敦
煌
文
書
を
眺
め
る
と
︑
董
永
変
に
︑「
董
永
年
登
十
五
︑
二
親
亡
」
と
あ
る
の
を
始
め
︑
秋
胡
変
に
は
︑「
董
永
売
身
葬
父
母
」
と
︑
本
題
記
に
酷
似
す
る
句
が
見
え
て
い
る
︒
同
句
は
ま
た
︑
新
集
文
詞
九
経
抄
（（
（「
孝
子
伝
曰
」
と
あ
る
（
や
古
賢
集
（（
等
に
も
散
見
し
︑
お
そ
ら
く
唐
代
に
お
け
る
︑
董
永
の
話
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
同
句
は
ま
た
︑
例
え
ば
幼
学
の
三
注
の
一
︑
纂
図
本
注
千
字
文
（（
「
孝
当
竭
力
」
注
に
︑「
董
永
事
父
母
至
孝
︒
家
貧
父
母
亡
︙
︙
葬
父
母
」
と
い
う
形
で
見
え
る
が
︑
そ
の
続
き
に
は
︑「
去
行
至
半
路
︙
︙
忽
有
一
女
」
と
︑
㈡
㈢
の
題
記
の
︑「
去
行
至
半
路
︑
逢
一
女
人
」
と
同
じ
言
い
回
し
が
見
え
る
こ
と
も
興
味
深
い
（
㈠
「
去
行
次
逢
一
天
女
」（︒
一
見
︑
小
さ
な
こ
と
な
が
ら
︑
こ
の
よ
う
な
俗
講
の
講
経
文
に
発
す
る
変
文
や
︑
注
釈
︑
幼
学
等
と
三
彩
四
孝
塔
式
缶
と
の
関
連
は
︑
今
後
さ
ら
に
大
き
な
問
題
へ
と
展
開
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
︒
　
㈠
㈡
㈢
Ｄ
董
永
題
記
と
両
孝
子
伝
及
び
︑
㈠
︑
㈡
︑
㈢
題
記
間
に
お
け
る
異
同
に
つ
い
て
は
︑
も
う
一
︑
二
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
董
永
が
身
を
売
り
葬
送
料
を
借
り
た
︑
貸
し
主
の
呼
称
の
異
同
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
︒
㈠
︑
㈡
︑
㈢
Ｄ
の
題
記
中
に
は
︑
そ
の
貸
し
主
が
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
登
場
し
て
い
る
︒
㈠
Ｄ
に
お
い
て
は
︑
そ
れ
が
初
回
に
は
「
郎
主
」︑
二
回
目
に
は
「
富
公
」
と
な
っ
て
い
る
︒
郎
主
は
︑
郎
君
と
同
じ
く
︑
目
上
の
者
へ
の
尊
称
で
あ
ろ
う
︒
と
こ
ろ
が
︑
そ
れ
ら
が
︑
㈡
Ｄ
に
お
い
て
は
︑
二
回
共
「
富
公
」︑
㈢
Ｄ
に
お
い
て
は
︑
二
回
共
「
郎
主
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
一
覧
に
す
れ
ば
︑
㈠
Ｄ—
郎
主
︑
富
公
㈡
Ｄ—
富
公
︑
富
公
㈢
Ｄ—
郎
主
︑
郎
主
と
い
う
形
と
な
る
︒
さ
て
︑
陽
明
本
で
は
︑
貸
し
主
は
︑
主
人
︑
売
主
と
さ
れ
る
が
︑
船
橋
本
で
は
︑
そ
れ
が
富
公
︑
主
人
と
な
っ
て
い
て
︑
㈠
と
㈡
に
見
え
る
富
公
の
呼
称
は
︑
船
橋
本
の
方
に
し
か
出
て
来
な
い
︒
そ
の
富
公
の
語
は
ま
た
︑
劉
向
孝
子
伝
（
法
苑
珠
林
四
十
九
等
所
引
（
に
も
見
え
て
い
る
（
但
し
︑
太
平
御
覧
四
一
一
所
引
で
は
「
銭
主
」︿
類
林
も
同
じ
﹀（︒
な
お
纂
図
本
注
千
字
文
で
は
︑
「
富
家
」
と
す
る
︒
董
永
譚
一
般
に
お
い
て
は
︑
貸
し
主
を
主
人
（
主
（
と
す
る
も
の
が
捜
神
記
一
（（
以
下
︑
圧
倒
的
に
多
い
中
︑
㈠
㈡
題
記
と
船
橋
本
と
の
関
わ
り
は
︑
改
め
て
注
目
す
べ
く
︑
一
方
︑
船
橋
本
は
︑
唐
代
に
お
け
る
改
修
の
跡
が
指
摘
さ
れ
︑
改
修
に
際
し
︑
仏
教
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
︑
考
え
併
せ
る
べ
き
だ
ろ
う（（（
（
（
因
み
に
︑
㈠
㈡
Ｂ
曾
子
⑵
題
記
に
見
え
る
丘くし
よ
う井
も
︑
仏
教
語
で
あ
七
八
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
る
︿
㈢
は
︑
井
﹀︒
丘
井
は
︑
丘
墟
の
枯
井
の
こ
と
（︒
ま
た
︑
㈠
㈡
の
題
記
に
見
え
る
︑「
解
織
絹
否
」（
㈢
「
解
絹
否
」（
の
解
の
字
も
︑
董
永
の
資
料
中
に
は
余
り
見
掛
け
な
い
表
現
だ
が
（
解
は
︑︿
織
絹
に
﹀
通
じ
る
意
（︑
こ
れ
も
例
え
ば
敦
煌
本
事
森
に
︑「
有
何
所
解
也
︒
荅
曰
︑
会
織
絹
」
と
か
（
会
も
︑
通
じ
る
意
（︑
句
道
興
捜
神
記
に
︑「
劉
向
孝
子
図
曰
︙
︙
主
人
問
曰
︑
女
有
何
伎
能
︒
女
曰
︑
我
解
織
」
な
ど
と
見
え
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
点
も
︑
や
は
り
唐
代
の
特
色
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒
　
三
遺
品
Ｄ
董
永
の
図
像
に
つ
い
て
は
︑
留
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
︒
ま
ず
㈠
（
図
二
十
七
（︑
㈢
（
図
二
十
九
（
の
図
像
を
見
る
と
︑
左
側
に
拱
手
し
て
立
つ
人
物
が
董
永
で
︑
右
側
に
立
つ
人
物
が
天
女
で
あ
ろ
う
と
判
定
さ
れ
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
㈡
（
図
二
十
八
（
の
図
像
と
㈠
㈢
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と
︑
㈡
の
そ
れ
は
︑
㈠
㈢
の
董
永
（
左
（
と
天
女
（
右
（
が
入
れ
替
わ
っ
て
︑
右
側
に
董
永
︑
左
側
に
天
女
が
来
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
即
ち
︑
㈠
㈢
と
㈡
と
で
は
︑
図
像
の
左
右
が
逆
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
共
に
︑
董
永
に
比
し
て
天
女
が
大
き
く
︑
そ
の
足
は
︑
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
さ
て
︑
全
体
に
お
け
る
Ｄ
の
位
置
が
︑
㈠
︑
㈢
は
同
じ
（
右
下
（
で
あ
る
の
に
対
し
︑
㈡
の
Ｄ
は
︑
㈡
の
内
部
で
Ｃ
郭
巨
と
入
れ
替
わ
り
︑
左
下
に
来
て
い
る
こ
と
︑
ま
た
︑
㈡
の
Ｄ
の
題
記
は
︑
㈠
︑
㈢
の
そ
れ
が
共
に
左
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
︑
右
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
︑
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
（
図
十
一
参
照
（︒
そ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
︑
Ｄ
に
お
け
る
㈠
㈢
と
㈡
と
の
図
像
（
人
物
（
の
入
れ
替
わ
り
を
︑
概
念
図
化
し
て
示
せ
ば
︑
図
三
十
の
よ
う
に
な
る
︒
図
三
十
は
︑
㈠
㈢
の
Ｄ
を
上
に
︑
㈡
の
Ｄ
を
下
に
置
い
て
︑
円
型
の
主
人
公
︑
董
永
の
図
像
を
黒
塗
り
と
し
︑
天
女
の
そ
れ
と
区
別
し
て
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
︒
　
㈠
︑
㈡
︑
㈢
の
Ａ—
Ｄ
四
図
の
図
像
の
配
置
は
︑
㈡
の
Ｄ
に
お
け
る
左
右
（
董
永
と
天
女
（
の
入
れ
替
わ
り
を
例
外
と
す
れ
ば
︑
三
遺
品
共
全
て
変
わ
り
が
な
い
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
お
け
る
図
像
の
配
置
は
︑
題
記
の
左
に
主
人
公
を
︑
右
に
関
連
人
物
を
配
置
す
る
こ
と
が
︑
原
則
と
し
て
確
認
出
来
る
︒
さ
て
︑
こ
の
点
に
関
し
て
は
︑
後
程
ま
た
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
︒
四
　
三
彩
四
孝
塔
式
缶
の
㈠
㈡
㈢
各
遺
品
に
お
け
る
︑
題
記
と
図
像
の
具
体
的
な
内
容
状
況
は
︑
上
述
の
通
り
で
あ
る
︒
中
で
︑
Ａ—
Ｄ
四
場
面
に
記
さ
れ
た
︑
三
遺
図三十　㈠ ㈢、㈡のＤ董永
D 菫永
D 菫永
菫永
天女
（一）（三）
菫永
天女
（二）
七
九
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
品
の
題
記
に
は
︑
少
な
か
ら
ぬ
異
同
も
認
め
ら
れ
た
︒
最
後
に
以
下
︑
㈠
㈡
㈢
の
題
記
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
︑
そ
れ
を
Ａ—
Ｄ
の
場
面
毎
の
校
異
表
と
し
︑
表
一
—
表
四
に
纏
め
て
一
覧
と
し
て
お
き
た
い
︒
表
一—
表
四
は
︑
三
行
を
一
組
と
し
︑
一
行
目
に
㈠
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
︑
二
行
目
に
㈡
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
︑
三
行
目
に
㈢
望
野
博
物
館
蔵
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
題
記
を
配
し
︑
㈠
の
題
記
を
基
準
と
す
べ
く
そ
の
全
文
を
示
し
た
︒
㈠
を
基
準
と
し
た
の
は
︑
そ
れ
が
唯
一
︑
唐
︑
契
苾
明
墓
出
土
と
い
う
由
来
が
は
っ
き
り
と
し
た
遺
品
だ
か
ら
で
あ
る（（（
（
（
㈡
︑
㈢
は
伝
世
品
（︒
㈡
（
二
行
目
（︑
㈢
（
三
行
目
（
に
関
し
て
は
︑
㈠
（
一
行
目
（
に
対
し
︑
同
字
で
あ
れ
ば
︑
そ
こ
を
空
白
と
し
た
︒
つ
ま
り
空
白
部
分
は
㈠
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
ま
た
︑
㈡
︑
㈢
の
文
字
が
㈠
と
異
な
る
場
合
は
︑
二
行
目
︑
三
行
目
に
そ
の
文
字
を
記
し
た
︒—
線
は
︑
そ
の
文
字
が
な
い
こ
と
を
表
わ
す
︒
一
方
︑
㈡
な
い
し
︑
㈢
に
の
み
文
字
が
存
す
る
場
合
に
は
︑
二
行
目
な
い
し
︑
三
行
目
に
そ
の
文
字
を
記
し
︑
㈠
等
に
は—
線
を
置
い
た
︒
表
一
は
︑
㈠—
㈢
曾
子
⑴
題
記
の
校
異
を
︑
表
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
㈡
の
み
が
右
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
︒
㈠
「
悟（旟）傷
一
寧
」
の
「
寧
」
字
を
︑
㈡
は
︑「
株
」（
株
は
︑
草
体
か
ら
出
た
俗
字
︑
桝
な
ど
で
あ
ろ
う
（︑
㈢
は
︑「
窠
」
に
作
る
が
︑
こ
こ
は
︑
㈡
「
株
」
が
正
し
く
（
両
孝
子
伝
「
一
株
」（︑
寧
（
㈠
（︑
窠
（
㈢
（
は
︑
不
審
或
い
は
︑
誤
字
と
す
べ
き
で
あ
る
︒
表
二
は
︑
㈠—
㈢
Ｂ
曾
子
⑵
題
記
を
︑
校
異
表
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
三
者
共
︑
左
始
ま
り
（︒
㈢
は
︑
Ｂ
と
Ｃ
を
入
れ
替
え
︑
こ
こ
に
Ｃ
が
来
て
い
る
こ
と
は
︑
前
述
の
通
り
で
あ
る
︒
例
え
ば
㈠
「
遇
逢
一
丘
井
︑
従
来
無
水
」
を
︑
㈢
が
「
見
一
井
︑
無
水
」
と
す
る
等
︑
㈢
に
お
け
る
省
略
が
目
立
つ
︒
表
三
は
︑
㈠—
㈢
Ｃ
郭
巨
題
記
を
︑
校
異
表
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
三
者
共
︑
左
始
ま
り
（︒
㈡
は
︑
Ｃ
と
Ｄ
を
入
れ
替
え
て
い
る
の
で
︑
こ
こ
に
は
︑
Ｄ
が
来
て
い
る
（
㈢
は
︑
Ｂ
が
来
て
い
る
（︒
例
え
ば
㈠
㈡
の
「
共
妻
抱
児
」
句
が
︑
㈢
に
欠
け
て
い
る
な
ど
︑
㈢
は
︑
簡
略
で
あ
る
︒
中
で
︑「
傔
坑
浅
」
は
︑
㈡
の
み
の
独
自
句
と
な
っ
て
い
る
が
︑
傔
は
︑
し
た
が
う
︑
坑
は
︑
あ
な
を
掘
る
意
で
あ
ろ
う
︒
表
四
は
︑
㈠—
㈢
Ｄ
董
永
題
記
を
︑
校
異
表
と
し
た
も
の
で
あ
る
︒
㈢
の
み
︑
右
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
（
㈡
は
︑
Ｃ
が
こ
こ
に
来
て
い
る
（︒
ま
た
︑
㈡
は
︑
左
右
の
図
像
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
︑
前
述
し
た
︒
表
四
を
一
見
し
て
気
付
く
の
は
︑
ま
ず
㈡
に
独
自
句
が
目
立
つ
点
だ
ろ
う
︒
例
え
ば
︑「
当
路
而
立
」︑「
若
解
織
絹
了
」
な
ど
が
︑
㈡
に
し
か
見
え
な
い
句
と
な
っ
て
お
り
︑
総
じ
て
㈡
Ｄ
題
記
は
︑
説
明
が
詳
細
な
印
象
を
受
け
る
︒
次
に
︑
㈠
に
対
し
︑
㈡
︑
㈢
に
共
通
す
る
異
同
の
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
︑
㈠
の
「
去
行
次
」
に
対
し
︑
㈡
㈢
が
共
に
︑
「
去
行
至
半
路
」
に
作
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
し
︑
次
の
「
天
女
」（
㈠
（
は
︑
㈡
㈢
揃
っ
て
「
女
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
㈠
の
︑「
永
曰
︑
未
敢
」
句
を
︑
㈡
㈢
共
に
欠
い
て
い
る
こ
と
等
も
︑
㈡
㈢
に
共
通
す
る
点
で
あ
る
︒
ま
た
︑
㈢
に
省
略
傾
向
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
︑
例
え
ば
㈠
「
欲
問
女
人
曰
」（
㈡
「
女
人
被
問
」（
を
︑
㈢
が
「
問
」
一
字
に
縮
め
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
以
上
が
㈠—
㈢
Ａ—
Ｄ
の
題
記
を
め
ぐ
る
概
況
で
あ
る
︒
　
三
彩
四
孝
塔
式
缶
㈠—
㈢
Ａ—
Ｄ
の
題
記
︑
図
像
は
︑
い
ず
れ
も
Ａ—
Ｄ
を
内
容
と
す
る
点
で
︑
一
系
統
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
︑
概
ね
疑
い
な
い
が
︑
と
は
言
う
も
の
の
一
方
で
︑
様
々
な
異
同
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
︑
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
て
来
た
如
く
で
あ
る
︒
こ
こ
で
︑
そ
れ
ら
の
異
同
に
つ
い
て
纏
め
よ
う
︒
さ
て
︑
三
遺
品
の
内
︑
㈠
は
︑
由
来
と
時
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
点
で
︑
伝
世
品
㈡
︑
㈢
と
比
較
を
試
み
る
際
︑
基
準
と
す
べ
き
も
の
と
な
る
こ
と
を
︑
改
め
て
確
認
し
た
い
︒
そ
の
上
で
︑
ま
ず
三
遺
品
に
お
け
る
Ａ—
Ｄ
の
配
置
に
関
し
︑
㈠
の
Ａ—
八
〇
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
Ｄ
に
対
し
て
︑
例
え
ば
㈡
は
︑
Ｃ
↓
Ｄ
を
入
れ
替
え
て
そ
の
順
序
を
Ｄ
↓
Ｃ
と
し
︑
ま
た
︑
㈢
は
︑
Ｂ
↓
Ｃ
を
入
れ
替
え
て
Ｃ
↓
Ｂ
と
し
て
い
た
︒
そ
の
㈢
の
入
れ
替
え
に
つ
い
て
言
え
ば
︑
Ａ
Ｂ
は
︑
共
に
曾
子
を
め
ぐ
る
話
な
の
で
︑
本
来
一
纏
ま
り
の
㈠
㈡
の
Ａ
↓
Ｂ
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
︑
㈢
の
Ａ
↓
Ｃ
は
︑
配
置
の
誤
り
と
し
て
良
い
︒
す
る
と
︑
㈡
の
Ｄ
↓
Ｃ
も
︑
㈠
㈢
が
Ｃ
↓
Ｄ
の
順
序
を
保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
㈡
が
配
置
の
順
序
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
即
ち
︑
㈡
︑
㈢
の
配
置
に
関
し
て
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
箇
所
ず
つ
（
㈡
Ｄ—
Ｃ
︑
㈢
Ｃ—
Ｂ
（︑
誤
り
が
生
じ
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
︒
次
に
︑
㈠—
㈢
の
題
記
の
行
取
り
を
め
ぐ
っ
て
︑
㈠
は
︑
Ａ—
Ｄ
の
そ
れ
が
全
て
左
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
︑
㈡
は
︑
Ｄ
の
み
を
右
始
ま
り
と
し
て
い
る
し
︑
㈢
は
︑
Ａ
の
み
を
右
始
ま
り
と
し
て
い
た
︒
こ
れ
も
本
来
は
︑
㈠
の
よ
う
に
全
て
を
左
始
ま
り
と
す
る
の
が
︑
正
し
い
行
取
り
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
︑
前
述
の
Ａ—
Ｄ
の
配
置
に
お
け
る
の
と
同
様
︑
㈡
と
㈢
と
表
一　
㈠—
㈢
Ａ
曾
子
⑴
題
記
　
㈠
曾
子
父
後
薗
鋤
苽
︑
悟（旟）傷
一
寧
︒
曾
子
見
父—
愁
憂
不
楽
︒
曾
子—
—
取
琴
　
㈡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株　
　
　
　
　
—
　
　
　
　
　
　
　
対
父
将
撫
　
㈢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窠　
　
　
恐　
有
憂
悔
之
心　
—
—
—
—
—
撫
　
㈠
撫
︑
悦
父
之
情
︑
是
為
孝
也
　
㈡
琴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈢
琴　
　
—
　
　
　
　
　
　
　
　
表
二　
㈠—
㈢
Ｂ
曾
子
⑵
題
記
　
㈠
曾
子
母
患
︑
将
向
師
家
︑
去
之
行
次
︑
母
渇
無
水
︒—
—
遇
逢
一
丘
井
︑
従
　
㈡　
　
　
　
　
—
　
　
　
　
—
—
　
　
　
　
　
　
　
　
—
—
—
　
　
　
　
　
　
　
㈢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
—
—
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
子
見—
　
—
　
　
—
　
㈠
来
無
水
︒
曾
子
将
瓶
入—
井
︑
化
出
水
︑
済
其
母
渇
︒
是
為
孝
也
　
㈡　
　
　
　
　
　
　
　
　
—
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈢—
　
　
　
　
　
　
　
　
枯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
三　
㈠—
㈢
Ｃ
郭
巨
題
記
　
㈠
郭
巨
為
母
生
埋
児
︒
共
妻
抱
児
︑
将
向
田
中
︑
穿
得
深
三
尺
︒
妻—
—
—
更
　
㈡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傔
坑
浅　
　
㈢　
　
　
　
　
　
子　
—
—
—
—
　
—
到　
　
　
　
坑　
　
　
　
　
—
—
—
　
　
㈠
交
深
一
尺
︑
敢
得
天
賜
黄
金
贈
之
︒
是
為
孝
也
　
㈡　
　
　
　
　
　
　
—
—
　
　
憎　
　
　
　
　
　
　
　
㈢　
穿　
　
　
　
　
—
—
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
四　
㈠—
㈢
Ｄ
董
永
題
記
　
㈠
董
永
自
売
身
︑
葬
父
母
訖
︒
便
向
郎
主
︑
去
行
次—
—
逢
一
天
女
︒—
—
—
　
㈡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
公　
　
　
至
半
路　
　
女
人　
当
路
而
　
㈢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
—
　
　
　
　
　
　
至
半
路　
　
女
人　
—
—
—
　
㈠—
求
与—
作
縁
︒
永
曰
︑
未
敢
︒
遂
到
富
公
家
︒
欲
問
女
人
曰
︑
解
織
絹
否
︒
　
㈡
立　
　
永　
帰　
—
—
　
—
—
　
　
　
　
　
　
　
女
人
被
問—
　
　
　
　
　
　
㈢—
　
　
永　
妻　
—
—
　
—
—
　
—
　
郎
主　
　
—
　
—
—
—
　
　
—
　
　
　
㈠—
—
—
—
—
即
放
夫
妻
︑—
去
之
也
　
㈡
若
解
織
絹
了　
　
　
　
　
帰　
—
—
　
㈢—
—
—
—
—
　
　
　
　
　
帰　
　
—
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一
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（
に
お
い
て
一
箇
所
ず
つ
（
㈡
Ｄ
︑
㈢
Ａ
（︑
お
そ
ら
く
不
用
意
に
普
通
の
そ
れ
（
右
始
ま
り
（
に
︑
誤
っ
て
記
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
第
三
に
︑
Ａ—
Ｄ
の
図
像
に
つ
い
て
は
︑
原
則
と
し
て
︑
四
図
の
主
人
公
つ
ま
り
︑
孝
子
伝
中
の
孝
子
─
Ａ
Ｂ
は
︑
曾
子
︑
Ｃ
は
︑
郭
巨
︑
Ｄ
は
︑
董
永
─
を
題
記
の
行
頭
の
前
即
ち
︑
左
に
置
き
︑
関
連
人
物
─
Ａ
は
︑
曾
子
の
父
︑
Ｂ
は
︑
曾
子
の
母
︑
Ｃ
は
︑
郭
巨
の
母
と
妻
（
左
か
ら
（︑
Ｄ
は
︑
天
女
─
を
題
記
の
行
末
の
後
即
ち
︑
右
に
置
く
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
︑
行
始
ま
り
の
左
を
尊
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
こ
の
こ
と
か
ら
唯
一
︑
原
則
を
破
っ
て
い
る
例
が
︑
㈡
Ｄ
の
董
永
（
右
（
と
天
女
（
左
（
の
図
像
で
あ
る
（
図
三
十
参
照
（︒
即
ち
︑
㈡
Ｄ
の
図
像
は
︑
主
人
公
（
董
永
（
を
右
に
配
し
︑
関
連
人
物
（
天
女
（
を
左
に
配
し
て
い
る
が
︑
原
則
か
ら
見
て
︑
㈡
Ｄ
の
図
像
配
置
は
︑
誤
り
と
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
且
つ
︑
㈡
Ｄ
が
そ
れ
を
誤
っ
た
理
由
は
︑
㈡
の
制
作
者
が
︑
原
則
的
に
主
人
公
（
孝
子
（
を
行
頭
の
側
に
置
く
と
い
う
こ
と
を
弁
え
て
い
て
︑
そ
れ
に
従
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
︑
Ｄ
の
題
記
の
行
取
り
が
そ
も
そ
も
誤
っ
て
い
た
た
め
︑
一
見
原
則
に
は
合
っ
て
い
る
か
の
如
く
だ
が
︑
全
体
か
ら
見
る
と
︑
二
重
の
誤
り
を
重
ね
た
形
と
な
っ
て
い
る
（
Ｄ
↓
Ｃ
の
誤
り
を
数
え
る
と
三
重
（︒
一
方
で
︑
同
様
に
行
取
り
を
誤
っ
た
㈢
Ａ
の
場
合
︑
そ
の
図
像
は
︑
㈠
㈡
と
同
様
︑
曾
子
が
左
︑
父
が
右
に
配
さ
れ
て
い
て
（
図
二
十
参
照
（︑
そ
の
図
像
配
置
は
︑
誤
っ
て
は
お
ら
ず
︑
誤
っ
て
い
る
の
は
︑
題
記
の
行
取
り
（
右
始
ま
り
（
と
な
る
こ
と
が
︑
図
像
配
置
の
観
点
か
ら
も
証
明
さ
れ
よ
う
︒
　
小
稿
は
︑
三
点
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
︑
取
り
分
け
新
出
と
な
る
㈡
︑
㈢
二
点
の
缶
体
上
腹
に
描
か
れ
た
︑
Ａ—
Ｄ
四
図
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
紹
介
︑
内
容
の
概
略
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
︒
も
と
よ
り
私
共
は
︑
文
学
を
専
門
と
す
る
者
で
あ
っ
て
︑
残
念
な
が
ら
︑
陶
磁
器
学—
唐
三
彩
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
︒
新
出
二
点
の
唐
三
彩
と
し
て
の
様
態
そ
の
他
に
つ
い
て
は
︑
な
お
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
教
示
を
俟
ち
た
く
思
う
︒
特
に
㈡
︑
㈢
が
瓜
二
つ
と
言
え
る
程
︑
㈠
に
酷
似
す
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
︑
例
え
ば
㈠
の
制
作
さ
れ
た
初
唐
の
七
世
紀
末
に
︑
同
じ
三
彩
四
孝
塔
式
缶
が
三
つ
以
上
作
ら
れ
る
よ
う
な
作
例
は
︑
実
際
に
あ
る
の
か
な
ど
︑
是
非
教
示
を
乞
い
た
い
︒
　
二
十
年
程
前
︑
三
彩
四
孝
塔
式
缶
の
㈠
を
紹
介
︑
報
告
し
た
時
︑
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
上
げ
た
の
は
︑
そ
の
題
記
の
行
取
り
が
全
て
︑
左
か
ら
右
へ
と
進
む
︑
左
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
問
題
が
な
お
解
決
を
見
て
い
な
い
こ
と
は
︑
新
出
㈡
︑
㈢
の
出
現
を
見
た
現
在
に
お
い
て
も
︑
そ
れ
ら
が
行
取
り
を
左
始
ま
り
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
基
本
的
に
変
わ
り
が
な
い
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
今
日
︑
そ
の
謎
を
解
く
手
掛
か
り
が
︑
皆
無
と
い
う
訳
で
は
な
い
︒
そ
の
手
掛
か
り
と
す
べ
き
仮
説
の
一
︑
二
を
以
下
に
記
し
て
︑
小
稿
の
結
び
と
し
た
い
︒
　
第
一
の
仮
説
は
︑
敦
煌
壁
画
に
は
通
常
の
右
始
ま
り
の
題
記
（
榜
題
（
を
有
す
る
も
の
の
他
に
︑
左
始
ま
り
の
そ
れ
も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
︑
事
実
に
基
づ
く
梅
津
次
郎
氏
の
唱
え
ら
れ
た
説
で
あ
る
︒
梅
津
氏
に
先
立
ち
︑
早
く
『
敦
煌
画
の
研
究
』
図
像
篇
（
昭
和
（（
︿
一
九
三
七
﹀
年
（
を
著
わ
さ
れ
た
松
本
栄
一
氏
は
︑
そ
の
一
章
四
節
に
お
い
て
︑
大
英
博
物
館
蔵
敦
煌
出
土
の
絹
本
着
色
弥
勒
浄
土
変
相
図
（
唐
末
期
︒
附
図
三
二
（
の
図
像
︑
題
記
を
紹
介
さ
れ
︑「
爾
時
─
」
に
始
ま
り
「
─
時
」
と
結
ば
れ
る
︑
全
十
一
箇
所
に
及
ぶ
題
記
に
つ
い
て
︑「
随
所
に
左
行
傍
記
の
遺
存
せ
る
事
」（
₁₀₂
頁
︒
左
行
は
︑
左
始
ま
り
の
こ
と
（
と
述
べ
︑
そ
れ
ら
が
全
て
の
行
文
を
左
始
ま
り
と
し
て
い
る
特
徴
を
指
摘
さ
れ
た（（（
（
︒
そ
の
後
︑
松
本
氏
の
指
摘
を
受
け
た
梅
津
次
郎
氏
は
︑
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
（
年
七
月
に
八
二
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
刊
行
さ
れ
た
画
期
的
な
名
論
文
「
変
と
変
文—
絵
解
の
絵
画
史
的
考
察　
そ
の
二
—
」
に
お
い
て
︑
敦
煌
出
土
の
所
謂
変
文
が
︑
変
相
図
に
対
す
る
絵え
解とき
の
台
本
で
あ
る
と
す
る
論
旨
を
展
開
す
る
傍
ら
︑「
こ
の
際
︑
私
の
こ
の
考
へ
方
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
︑
壁
画
の
銘
文
︹
題
記
︺
の
体
様
に
つ
い
て
二
三
の
考
察
を
附
け
加
へ
て
お
く
こ
と
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
」
と
し
て
上
記
︑
弥
勒
浄
土
変
相
図
を
取
り
上
げ
︑
そ
の
題
記
の
特
徴
に
関
し
て
︑
次
の
三
項
目
の
考
察
を
加
え
ら
れ
た（（（
（
（
₂₀₅
頁
（︒
（
１
（
銘
文
の
文
字
に
は
音
通
の
借
字
が
多
い
こ
と
︒
（
２
（
銘
文
は
経
︹
弥
勒
下
生
経
︺
の
要
文
と
云
は
ん
よ
り
は
む
し
ろ
メ
モ
的
性
格
が
あ
る
︒
（
３
（
左
肩
よ
り
書
初
め
る
も
の
の
多
い
こ
と
そ
の
（
３
（
こ
そ
が
︑
松
本
氏
の
指
摘
さ
れ
た
︑
題
記
の
行
取
り
を
左
始
ま
り
と
す
る
特
徴
に
当
た
っ
て
お
り
︑
梅
津
氏
は
︑
さ
ら
に
題
記
が
左
始
ま
り
に
記
さ
れ
る
理
由
と
し
て
︑
勿
論
こ
れ
は
漢
文
の
常
態
で
は
な
い
︒
こ
れ
は
右
手
に
鞭
を
も
ち
図
と
観
衆
と
を
半
々
に
見
く
ら
べ
な
が
ら
話
す
絵
解
者
の
体
勢
と
考
へ
併
せ
ら
れ
る
事
柄
で
は
あ
る
ま
い
か
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
︑
大
変
重
要
な
点
と
思
わ
れ
る
︒
氏
の
仮
説
は
︑
実
際
の
絵
解
の
現
場
を
想
定
し
︑
絵
解
を
す
る
者
の
視
点
か
ら
︑
行
文
が
右
へ
と
進
む
利
点
を
推
測
さ
れ
た
も
の
で
︑
成
程
題
記
が
何
処
に
あ
ろ
う
と
自
分
の
体
が
画
面
を
隠
す
恐
れ
の
小
さ
く
な
る
こ
と
や
︑
左
始
ま
り
の
題
記
は
︑
そ
れ
を
背
に
す
る
絵
解
者
の
意
識
の
中
で
は
︑
通
常
の
右
始
ま
り
に
戻
る
こ
と
等
︑
氏
の
説
は
︑
極
め
て
理
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
氏
の
上
げ
ら
れ
た
（
１
（
２
（
３
（
は
︑
一
方
で
皆
︑
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
︒
後
漢
以
来
の
孝
子
伝
図
に
お
け
る
榜
題
︑
題
記
に
︑「
音
通
の
借
字
が
多
い
こ
と
」
は
︑
常
に
経
験
す
る
所
で
あ
り
︑
そ
れ
ら
が
「
メ
モ
的
性
格
が
あ
る
」
こ
と
も
そ
の
通
り
で
あ
る
︒
ま
た
︑（
２
（
に
関
し
て
氏
が
︑
「
爾
時
」
に
始
ま
り
「
時
」
に
終
る
内
容
は
要
文
で
は
な
く
て
物
語
の
段
落
の
発
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
︑「
─
時
」
の
形
式
で
記
さ
れ
る
題
記
は
︑
例
え
ば
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
な
ど
の
孝
子
伝
図
の
題
記
に
散
見
し
︑
絵
解
と
の
関
係
の
深
さ
を
窺
わ
せ
る
好
例
と
も
な
っ
て
い
る
︒
但
し
︑
孝
子
伝
図
と
絵
解
を
関
連
付
け
る
資
料
は
︑
管
見
に
は
入
ら
な
い
︒
と
は
言
え
︑
画
巻
形
式
の
粉
本
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
や
︑
劉
向
の
作
っ
た
列
女
伝
図
屛
風
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
︑
行
取
り
を
左
始
ま
り
と
す
る
本
例
の
問
題
を
含
め
︑
孝
子
伝
図
と
絵
解
の
関
係
は
︑
今
後
の
大
き
な
研
究
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
︒
敦
煌
壁
画
に
お
い
て
︑
左
始
ま
り
の
見
易
い
題
記
を
持
つ
例
を
紹
介
す
る
︒
図
三
十
一
は
︑
莫
高
窟
七
二
窟
西
龕
に
描
か
れ
た
本
生
変
の
一
︑
摩
訶
薩
埵
本
生
図
（
第
二
幅
︒
五
代
（
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（（（
（
︒
当
図
は
︑
賢
愚
経
一
︑
金
光
明
経
四
等
に
説
か
れ
て
名
高
い
︑
薩
埵
王
子
に
よ
る
所
謂
捨
身
飼
虎
譚
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
︑
左
か
ら
六
幅
に
及
ん
で
展
開
す
る
︑
大
掛
か
り
な
も
の
だ
が
︑
今
は
そ
の
内
容
に
は
立
ち
入
ら
な
い
︒
さ
て
︑
第
二
幅
に
当
た
る
当
図
は
︑
上
か
ら
下
へ
と
続
き
︑
各
場
面
に
応
じ
た
題
記
が
四
箇
所
に
置
か
れ
て
い
る
︒
注
目
し
た
い
の
が
︑
そ
れ
ら
の
題
記
の
行
取
り
で
あ
る
︒
そ
れ
ら
は
全
て
左
始
ま
り
に
記
さ
れ
︑
例
の
「
爾
時
─
」
や
「
─
時
」
も
散
見
し
て
い
る
︒
梅
津
氏
が
絵
解
を
前
提
と
さ
れ
た
こ
と
を
︑
具
体
的
に
思
い
浮
か
べ
さ
せ
る
好
例
で
あ
る
︒
八
三
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
　
第
二
の
仮
説
は
︑
㈠
の
題
記
を
御
覧
に
な
っ
た
故
蔵
中
進
氏
の
教
示
に
よ
る
も
の
で
（
平
成
（（
︿
二
〇
〇
三
﹀
年
１
月
（（
日
付
葉
書
（︑
そ
の
内
容
は
︑
左
始
ま
り
の
㈠
に
対
し
︑
そ
の
対
を
成
す
︑
も
う
一
つ
の
右
か
ら
始
ま
る
塔
式
缶
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
︒
蔵
中
氏
が
そ
の
根
拠
に
上
げ
ら
れ
た
の
は
︑
長
安
（
西
安
（
の
大
慈
恩
寺
大
雁
塔
に
納
め
ら
れ
る
︑
有
名
な
雁
塔
聖
教
序
碑
で
あ
っ
た
︒
雁
塔
聖
教
序
碑
と
は
︑
三
蔵
聖
教
序
碑
（
序
碑
（
と
三
蔵
聖
教
序
記
碑
（
序
記
碑
（
と
の
両
碑
を
併
せ
て
総
称
す
る
も
の
で
︑
唐
太
宗
作
の
序
と
太
子
李
治
（
後
の
高
宗
（
作
の
序
記
を
︑
書
の
名
家
褚
遂
良
（
五
九
六—
六
五
八
（
が
書
し
た
も
の
で
︑
両
碑
は
︑
永
徽
四
（
六
五
三
（
年
に
建
立
さ
れ
た
︒
そ
の
両
碑
は
︑
序
碑
が
左
（
西
（
に
︑
序
記
碑
が
右
（
東
（
に
位
置
し
て
い
る
︒
氏
が
㈠
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
た
の
は
︑
両
碑
に
お
け
る
行
文
の
方
向
で
︑
序
碑
が
右
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
︑
序
記
碑
が
左
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
図
三
十
二
は
︑
雁
塔
聖
教
序
碑
の
序
碑
（
左
（︑
序
記
碑
（
右
（
の
両
碑
上
部
を
掲
げ
た
も
の
で（（（
（
（
拓
本
に
よ
る
（︑
右
の
序
記
碑
の
行
取
り
が
㈠
と
同
様
︑
左
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
さ
て
︑
雁
塔
聖
教
序
碑
の
序
記
碑
は
︑
確
か
に
㈠
題
記
が
左
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
説
明
す
る
が
︑
一
方
で
︑
雁
塔
聖
教
序
碑
が
図
像
と
関
連
し
な
い
こ
と
は
︑
㈠
と
は
異
な
る
難
点
と
も
言
え
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
敦
煌
壁
画
の
内
に
は
一
図
像
中
に
お
い
て
︑
恰
も
雁
塔
聖
教
序
碑
に
見
る
が
如
く
︑
左
始
ま
り
の
題
記
と
右
始
ま
り
の
題
記
と
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
︑
対
と
す
る
も
の
が
あ
る
︒
図
三
十
三
は
︑
敦
煌
莫
高
窟
二
二
〇
窟
の
角
道
南
龕
内
に
描
か
れ
た
︑
図
三
十
一　
摩
訶
薩
埵
本
生
図
図三十二　雁塔聖教序碑（左、序碑。右、序記碑）
八
四
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
薬
師
三
尊
図
（
南
壁
︑
中
唐
（
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（（（
（
︒
中
央
に
本
尊
の
薬
師
如
来
︑
本
尊
の
左
右
に
二
弟
子
︑
さ
ら
に
そ
の
左
右
に
は
脇
士
の
二
菩
薩
を
描
く
が
︑
脇
士
は
︑
一
般
的
な
日
光
︑
月
光
菩
薩
で
な
く
︑
観
音
菩
薩
ら
し
い
︒
な
お
そ
の
両
脇
士
の
左
右
に
は
︑
二
つ
の
題
記
が
あ
っ
て
（
さ
ら
に
左
の
題
記
下
に
も
︑
榜
が
置
か
れ
る
が
︑
文
字
は
な
い
（︑
図
三
十
四
は
︑
そ
の
題
記
部
を
拡
大
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
︒
両
題
記
は
︑
次
の
よ
う
に
解
読
さ
れ
る
︒
　
　
右
題
記
薩
眷
属
聖
普
二
為
先
亡
父
母
南
無
薬
師
琉
璃
光
仏
観
自
在
菩
　
　
左
題
記
大
悲
救
苦
観
世
音
菩
薩
敬
国
請
信
仏
弟
子
敬
国
清
一
心
供
養
矢
印
は
︑
行
文
の
向
き
を
示
し
た
も
の
だ
が
︑
右
題
記
は
︑
左
始
ま
り
︑
左
題
記
は
︑
右
始
ま
り
に
書
か
れ
て
い
て
︑
両
脇
士
の
観
音
菩
薩
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
︑
両
榜
も
対
照
的
な
位
置
へ
と
配
さ
れ
て
い
て
︑
特
に
題
記
の
行
文
の
向
き
が
︑
右
左
逆
に
な
る
よ
う
に
対
照
化
さ
れ
て
い
る
点
︑
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
は
ま
た
︑
第
一
の
仮
説
と
も
深
く
関
連
す
る
こ
と
と
な
る
が
︑
と
も
あ
れ
︑
摩
訶
薩
埵
本
生
図
（
図
三
十
一
（
や
︑
雁
塔
聖
教
序
碑
（
図
三
十
二
（︑
さ
ら
に
薬
師
三
尊
図
（
図
三
十
三
（
な
ど
を
通
じ
て
唐
代
︑
行
文
を
左
始
ま
り
と
す
る
こ
と
は
或
る
程
度
︑
実
用
的
且
つ
︑
美
学
的
︑
意
識
的
な
営
為
と
し
て
︑
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
︒
蔵
中
氏
の
教
示
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
︑
冒
頭
に
述
べ
た
呉
氏
︑
任
氏
に
よ
る
報
に
接
し
た
時
︑
そ
れ
は
︑
㈠
と
対
を
な
す
︑
も
う
一
つ
の
幻
の
三
彩
四
孝
塔
式
缶
（
題
記
が
右
始
ま
り
（
で
は
図三十三　薬師三尊図図三十四　図三十三題記
八
五
佛
教
大
学　
文
学
部
論
集　
第
一
〇
五
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
（
な
い
か
︑
と
い
う
期
待
に
胸
が
高
鳴
っ
た
︒
結
果
は
︑
小
稿
で
報
告
し
た
如
く
︑
新
出
の
二
遺
品
は
︑
㈠
の
系
統
に
立
つ
も
の
で
あ
る
︒
と
は
言
え
︑
も
う
一
つ
の
そ
れ
が
存
在
し
た
可
能
性
は
︑
な
お
残
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
︒
暫
く
そ
の
希
望
を
持
ち
続
け
た
い
︒
︹
付
記
︺
　
貴
重
な
三
彩
四
孝
塔
式
缶
の
調
査
を
お
許
し
下
さ
り
︑
ま
た
︑
そ
の
写
真
を
貸
与
さ
れ
た
大
象
陶
瓷
博
物
館
と
望
野
博
物
館
に
対
し
て
︑
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
︒
な
お
本
稿
は
︑
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
︒
︹
注
︺
（
１
（ 趙
超
氏
「
山
西
壷
関
南
村
宋
代
甎
雕
墓
甎
雕
題
材
試
析
」（
同
氏
『
我
思
古
人—
古
代
銘
刻
与
歴
史
考
古
研
究
』︿
社
会
科
学
出
版
社
︑
二
〇
一
八
年
﹀
所
収
︒
初
出
一
九
九
八
年
（
（
２
（ 中
で
︑
趙
超
氏
「
太
原
金
勝
村
唐
墓
屛
風
式
壁
画
与
〝
樹
下
老
人
〟」「
従
山
西
太
原
金
勝
村
唐
墓
看
唐
代
屛
風
式
壁
画
墓
」（
趙
超
氏
注
①
前
掲
書
所
収
︒
初
出
二
〇
〇
〇
年
︑
二
〇
〇
六
年
︒
前
者
に
基
づ
く
日
本
語
訳
の
抄
訳
「
太
原
金
勝
村
唐
墓
屛
風
式
壁
画
と
唐
代
孝
子
伝
図
」
が
『
説
話
文
学
研
究
』
（（
︿
平
成
（（
（
二
〇
〇
七
（
年
７
月
﹀
に
︑
全
訳
︿
同
題
﹀
が
海
外
の
幼
学
研
究
５
︿
幼
学
の
会
︑
平
成
（（
（
二
〇
〇
九
（
年
﹀
に
収
め
ら
れ
る
︒
い
ず
れ
も
陳
齢
氏
訳
（
は
︑
従
来
の
孝
子
伝
図
が
唐
代
墓
葬
壁
画
中
に
お
い
て
は
︑
屛
風
式
樹
下
老
人
図
（
画
中
に
あ
っ
て
屛
風
の
よ
う
な
枠
組
を
伴
う
樹
下
老
人
の
図
（
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
︑
多
数
の
実
例
を
上
げ
て
論
証
す
る
︑
孝
子
伝
図
研
究
史
上
の
極
め
て
重
要
な
論
攷
で
あ
る
︒
屛
風
は
︑
古
代
以
来
の
日
常
用
具
で
あ
る
が
︑
唐
代
に
な
る
と
︑
そ
れ
が
壁
画
中
に
外
枠
と
し
て
描
か
れ
︑
そ
の
中
の
樹
下
老
人
と
い
う
一
定
の
形
式
の
下
︑
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
る
と
い
う
︑
趙
超
氏
の
発
見
は
︑
頗
る
豊
か
な
示
唆
に
富
む
︒
私
見
に
よ
れ
ば
︑
そ
の
こ
と
は
隋
唐
期
︑
孝
子
伝
図
と
い
う
も
の
が
言
わ
ば
画
中
画
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
︑
南
北
朝
期
の
孝
子
伝
図
の
捉
え
方
が
現
実
性
︑
具
体
性
を
失
い
︑
よ
り
理
念
的
（
象
徴
的
︑
古
典
的
（︑
抽
象
的
な
画
材
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
屛
風
式
樹
下
老
人
図
に
榜
題
︑
題
記
の
類
が
一
切
︑
見
当
た
ら
な
い
こ
と
な
ど
も
そ
の
証
左
と
言
え
よ
う
︒
さ
ら
に
そ
の
変
化
は
ま
た
︑
唐
代
墓
葬
に
お
け
る
孝
観
念
の
変
遷
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
一
方
︑
唐
末
以
降
（
敦
煌
文
書
に
故
円
鑑
大
師
二
十
四
孝
押
座
文
が
現
存
す
る
（︑
孝
子
伝
に
代
わ
る
二
十
四
孝
の
盛
行
を
見
︑
宋
︑
遼
︑
金
代
の
墓
葬
に
お
け
る
二
十
四
孝
図
の
再
生
は
︑
や
は
り
一
連
の
孝
子
伝
図
研
究
史
の
内
に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
最
重
要
課
題
と
し
て
︑
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
る
の
で
あ
る
︒
（
３
（ 西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
７
・
６
︑
昭
和
（（
︿
一
九
五
六
﹀
年
７
月
（
（
４
（ 趙
超
氏
「『
孝
子
伝
』
的
両
件
日
本
古
抄
本
」（
同
氏
『
雪
泥
鴻
爪—
中
国
古
代
文
化
漫
談
』︿
三
晋
出
版
社
︑
二
〇
一
五
年
﹀
所
収
︒
初
出
二
〇
〇
四
年
（
参
照
︒
（
５
（ 幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
︑
平
成
（（
︿
二
〇
〇
三
﹀
年
︒
北
京
大
学
出
版
社
近
刊
（
（
６
（ 解
峰
︑
馬
先
登
氏
「
唐
契
苾
明
墓
発
掘
記
」（『
文
博
』
（（
・
５
（
（
７
（ 黒
田
彰
「
唐
代
の
孝
子
伝
図—
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
—
」（
同
『
孝
子
伝
の
研
究
』︿
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
５
︑
思
文
閣
出
版
︑
平
成
（（
︿
二
〇
〇
一
﹀
年
﹀
Ⅱ
二
所
収
（
及
び
︑
同
上
書
口
絵
図
一—
図
八
︑
カ
バ
ー
図
版
（
８
（ 図
版
一—
図
版
九
は
︑
大
象
陶
瓷
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
︒
以
下
も
同
じ
︒
（
９
（ 図
一—
図
九
は
︑
陝
西
歴
史
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
︑
以
下
も
同
じ
︒
（
（（
（ 注
⑦
前
掲
黒
田
論
文
参
照
︒
（
（（
（ 図
十
二—
図
十
六
は
︑
杭
州
南
宋
官
窑
博
物
館
︑
深
圳
望
野
博
物
館
『
長
安
春 
七
至
九
世
紀
的
大
唐
器
用
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
︑
二
〇
一
八
年
（
₁₄₈
︑
₁₄₉
頁
に
拠
る
︒
以
下
も
同
じ
︒
（
（（
（ 題
記
の
左
右
に
図
像
が
配
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
黒
田
注
⑦
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
（
（（
（ 両
孝
子
伝
の
本
文
は
︑
幼
学
の
会
注
⑤
前
掲
書
に
よ
る
︒
以
下
も
同
じ
︒
八
六
大
象
陶
瓷
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
に
つ
い
て
（
黒
田　
彰
（
（
（（
（ 黒
田
彰
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』（
汲
古
書
院
︑
平
成
（（
︿
二
〇
〇
七
﹀
年
（
Ⅱ
一
１
参
照
︒
（
（（
（ 黒
田
彰
「
郭
巨
図
攷—
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て—
」
（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
（（
︑
平
成
（（
︿
二
〇
一
四
﹀
年
３
月
（︑
同
「
北
朝
芸
術
博
物
館
の
郭
巨
董
黯
石
脚—
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連—
」（『
京
都
語
文
』
（（
︑
平
成
（（
︿
二
〇
一
八
﹀
年
（（
月
（
参
照
︒
（
（（
（ 西
野
氏
注
③
前
掲
論
文
参
照
︒
（
（（
（ 解
︑
馬
氏
注
⑥
前
掲
論
文
︑
図
九
参
照
︒
（
（（
（ 松
本
栄
一
氏
『
燉
煌
画
の
研
究
』
図
像
篇
︑
附
図
（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
︑
昭
和
（（
︿
一
九
三
七
﹀
年
（
（
（（
（ 梅
津
次
郎
氏
「
変
と
変
文—
絵
解
の
絵
画
史
的
考
察　
そ
の
二—
」（『
国
華
』
（（
・
７
︑
昭
和
（（
︿
一
九
五
五
﹀
年
７
月
︒
後
︑
同
氏
『
絵
巻
物
叢
考
』︿
中
央
公
論
美
術
出
版
︑
昭
和
（（
（
一
九
六
八
（
年
に
再
録
﹀（
（
（（
（ 図
三
十
一
は
︑『
敦
煌
石
窟
全
集
』
３
本
生
因
縁
故
事
画
巻
（
商
務
印
書
館
︑
二
〇
〇
〇
年
（
図
版
₁₈₂
に
拠
る
︒
（
（（
（ 図
三
十
二
は
︑
整
本
雁
塔
聖
教
序
碑
︑
序
記
碑
（『
墨
』
₁₀₅
︑
平
成
５
︿
一
九
九
三
﹀
年
（（
︑
（（
月
（
に
拠
る
︒
（
（（
（ 図
三
十
三
は
︑『
敦
煌
石
窟
全
集
』
２
尊
像
画
巻
（
商
務
印
書
館
︑
二
〇
〇
二
年
（
図
版
（（
に
拠
る
（
後
掲
図
三
十
四
も
同
じ
（︒
 
（
く
ろ
だ　
あ
き
ら　
日
本
文
学
科
（
 
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
二
日
受
理
